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「
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

全
体
会
合（
第
四
回
）」を
開
催 

（
六
月
）

▼
日
本
銀
行
は
、
中
央
銀
行
デ
ジ
タ

ル
通
貨（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
）に
関
す
る「
パ

イ
ロ
ッ
ト
実
験
」を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

運
営
し
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
制
度
設
計
を
適
切

に
進
め
る
観
点
か
ら
、
複
数
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
を
立
ち

上
げ
、
リ
テ
ー
ル
決
済
に
関
わ
る
民

間
事
業
者
と
議
論
・
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

▼
二
〇
二
五
年
六
月
に
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
で
開
催
し
た
「
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ

フ
ォ
ー
ラ
ム
全
体
会
合
（
第
四
回
）」

で
は
、「
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
の
進
捗

状
況
お
よ
び
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
を
巡
る
海
外

の
動
向
」
と
「
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
活
動
と
今
後
の
運
営
」
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
、
参
加
者
の
方
々
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

▼
前
者
の
パ
ー
ト
で
は
、
各
Ｗ
Ｇ
で

昨
年
度
に
議
論
し
た
主
な
論
点
の
ほ

か
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
に
お
い
て
構

築
し
た
実
験
シ
ス
テ
ム
の
設
計
上
の

特
徴
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
、

送
金
の
処
理
フ
ロ
ー
、
並
列
処
理
性

向
上
策
、
機
能
拡
張
性
へ
の
配
慮
）

や
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
に
関
す
る
主
要
国
の

動
向
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

▼
後
者
の
パ
ー
ト
で
は
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
（
Ｗ
Ｇ
の

開
催
実
績
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
取
り
組

み
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
）
を
振
り

返
っ
た
ほ
か
、
今
後
、
Ｗ
Ｇ
会
合
の

開
催
形
態
の
多
様
化
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
は
引
き
続
き
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
の
議
論
・
検
討
を
通
じ
て
得

ら
れ
る
民
間
事
業
者
の
技
術
や
実
務

に
関
す
る
知
見
を
実
証
実
験
と
制
度

設
計
面
の
検
討
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
本
会
合
の
議
事
概
要
や
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
関
す
る
最
新
情
報

は
、
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

旧
小
樽
支
店
金
融
資
料
館  

特
別
展
「
わ
く
わ
く
！
熱
狂
！  

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
お
金
の 

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」開
催
中

二
〇
二
六
年
二
月
二
十
四
日
（
火
）

ま
で

▼
国
内
外
の
コ
イ
ン
や
紙
幣
に
は
ス

ポ
ー
ツ
の
場
面
が
描
か
れ
た
も
の
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。 

本
特
別
展
で

は
、
日
本
で
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
記
念
貨
幣
や
、
世
界
各
国

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
貨
幣
、
ス

ポ
ー
ツ
が
描
か
れ
た
お
金
を
展
示
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連

す
る
貯
金
箱
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
金
融
資
料
館
で

「
お
金
の
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

【
入
館
料
】
無
料

【
休�

館
日
】
水
曜
日
（
水
曜
日
が
祝

休
日
の
場
合
は
開
館
）、
年
末
年

始
（
十
二
月
二
十
九
日
～
一
月

五
日
）

【
開�

館
時
間
】
午
前
十
時
～
午
後
五

時
（
入
館
は
午
後
四
時
半
ま
で
）

※�

最
新
の
情
報
は
金
融
資
料
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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お札（模擬券）の数え方を体験 地下金庫の見学

済
分
野
の
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
「
第

二
一
回　

日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
、

今
回
は
全
国
の
大
学
か
ら
一
三
三
編

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
書
類
審
査
を

通
過
し
た
四
チ
ー
ム
に
よ
り
十
一
月

二
十
九
日
に
決
勝
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

▼
決
勝
大
会
の
審
査
員
は
、
山
口
明

夫
氏
（
経
済
同
友
会
副
代
表
幹
事
、

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
）、
淡
路
睦
氏
（
株

式
会
社
千
葉
銀
行
取
締
役
専
務
執
行

役
員
〈
代
表
取
締
役
〉）、
日
本
銀
行

の
氷
見
野
良
三
副
総
裁（
審
査
員
長
）、 

野
口
旭
・
中
川
順
子
両
政
策
委
員
会

審
議
委
員
で
し
た
。
各
チ
ー
ム
と
も

堂
々
と
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

▼
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
、

国
税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
推
進

を
テ
ー
マ
に
し
た
同
志
社
大
学
政
策

学
部
チ
ー
ム
が
選
ば
れ
ま
し
た
（
東

京
大
学
、
帝
京
平
成
大
学
、
同
志
社

大
学
商
学
部
の
三
チ
ー
ム
は
優
秀

賞
）。
ま
た
、
災
害
時
に
特
化
し
た

デ
ジ
タ
ル
通
貨
を
提
案
し
た
東
京
大

学
に
は
、
あ
わ
せ
て
特
別
賞
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

▼
決
勝
進
出
チ
ー
ム
の
小
論
文
全
文

と
審
査
員
講
評
、
決
勝
大
会
の
模
様

に
つ
い
て
は
、後
日
、日
本
銀
行
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。

「
日
銀
親
子
見
学
会
」
に
つ
い
て

▼
「
お
金
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た

い
」「
日
銀
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」、

そ
の
よ
う
な
お
子
さ
ま
の
好
奇
心
に

応
え
る
た
め
、日
本
銀
行
本
店
で
は
、

小
学
四
年
生
～
中
学
生
の
お
子
さ
ま

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
夏
休
み

お
よ
び
春
休
み
期
間
中
に
「
日
銀
親

子
見
学
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
写
真
は
、
二
〇
二
五
年
八
月

二
十
五
日
～
二
十
八
日
に
開
催
し

た
「
日
銀
夏
休
み
親
子
見
学
会

二
〇
二
五
」
の
様
子
で
す
。

▼
来
館
見
学
で
は
、
は
じ
め
に
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

本
館
（
歴
史
的
史
料
の
展
示
室
、
旧

営
業
場
や
地
下
金
庫
な
ど
）
の
見
学

に
ご
案
内
し
、
次
に
「
お
札
の
偽
造

防
止
技
術
」
の
説
明
や
職
員
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
も
と
で
お
札
の
「
手
鑑

査
」を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
見
学
で
は
、
日
本
銀

行
の
仕
事
や
お
金
に
つ
い
て
の
説
明
、

支
店
等
に
よ
る
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
、

Ｖ
Ｒ
等
を
使
用
し
た
本
館
の
リ
モ
ー

ト
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
所�

在
地
】
北
海
道
小
樽
市
色
内 

一ｰ

一
一ｰ

一
六

【
お�
問
い
合
わ
せ
先
】 

日
本
銀
行
旧
小
樽
支
店 

金
融
資
料
館 

〇
一
三
四ｰ
二
一ｰ

一
一
一
一

「
第
二
一
回 

日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
」 

の
決
勝
大
会
を
開
催

▼
大
学
生
を
対
象
と
す
る
金
融
・
経

図
内
の
矢
印
は
小
樽
駅
か
ら
の
経
路
を
示
し
て

い
ま
す
。

小樽文学館
小樽美術館

JR小樽駅

小樽運河
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オンライン見学は、パソコンのブラウザーからアクセスするか、タブ
レット端末やスマートフォンからご参加いただけます。

本館の中庭などを、映像で説明を交えながら見学していただきます。

▼
本
見
学
会
は
、
事
前
予
約
制
と
し

て
お
り
、
次
回
の
開
催
は
春
休
み
期

間
中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
開
催
内

容
の
詳
細
お
よ
び
申
込
み
方
法
は
、

日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
ま
た
、
過
去
の
親
子
見
学
会
（
来

館
見
学
）の
模
様
は
、日
本
銀
行
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
な
お
、
本
店
本
館
の
見
学
に
つ
き

ま
し
て
は
、
常
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
日
本
銀
行
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編 集 後 記
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［アンケート募集中］
「にちぎん」に関するご意見・ご感想は、アンケー
トよりお寄せください。日本銀行のホームペー
ジからインターネットでもアンケートにご回答
いただけます。

■ 皆さん、大阪・関西万博に行きましたか。今号のイン

タビューでは、万博でローマ教皇庁・イタリア館のアンバ

サダーを務めた指揮者の西本智実さんにお話を伺いました。

万博の前年からローマ教皇庁との協議を重ねた西本さんは、

終戦から80年となる節目の年に、世界平和に思いをはせ、

長崎、広島、大阪の子どもたちによる合唱団らと共に「戴

冠式ミサ」を演奏、喝采を浴びました。過去対立関係にあっ

たローマ教皇庁とイタリアが、芸術をテーマに掲げ、万博

史上初めて一緒に出展したことは、平和の象徴として大変

意義深く、芸術には見えない力や可能性があることを強く

感じました。

■ 対談では、人と組織の変革屋として、コンサルティング

会社を起業された佐々木裕子さん、田村審議委員が語り

合いました。佐々木さんは目の前の仕事が順調でも、自分

が何をやりたいのか、やるべきなのかを人生の節目節目で

考え、転職や起業を決断されており、佐々木さんの人生そ

のものが変革を体現しているように思います。

■ 11月末に開催された小論文コンテスト「日銀グランプリ」

では、大学生から多くの斬新な提言がありました。一人一

人がパッションをもって変革に取り組んでいけば、社会は

良い方向に向かうと信じます。　　　　　　　　　（村國）
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日
銀
親
子
見
学
会
の
詳
細
は
こ

ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

本
館
見
学
（
常
時
受
付
）
の
詳

細
は
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。




